
「
ブ
リ
タ
ニ
キ
ユ
ス
」
小
論

、
鶏
奪
フ
裂
毒
璽
寄
贈

杉
　
　
山
　
　
　
　
毅

　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
．
　
　
　
思
う
。
例
え
ば
、
「
フ
ェ
ー
ド
ル
」
の
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
的
解
釈
に
対
し
て
、

　
　
　
　
↑
　
序
　
　
論
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
若
し
そ
う
と
す
れ
ば
、
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
の
登
場
人
物
の
方
が
、
は
る
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ヨ

　
元
来
、
ラ
シ
ー
ヌ
削
の
本
質
は
、
抽
象
化
さ
れ
た
情
念
が
、
危
機
的
な
状
況
　
　
　
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
的
な
信
仰
者
で
あ
ろ
う
。
」
（
ジ
ロ
ド
ウ
）
と
い
う
よ
う
な
非

に
設
置
さ
れ
、
そ
れ
が
破
局
に
向
つ
て
進
行
す
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
　
　
　
難
が
な
さ
れ
た
。
併
し
、
ラ
シ
ー
ヌ
が
、
パ
ス
ヵ
ル
と
同
時
代
に
生
き
、
ジ
ャ

リ
、
更
に
そ
う
し
た
舞
台
の
動
き
が
、
美
し
い
、
格
調
の
高
い
詩
句
に
支
え
ら
　
　
　
ン
セ
ニ
ス
ム
の
影
響
を
最
も
身
近
に
、
強
く
受
け
た
人
で
あ
つ
た
以
上
、
ラ
シ

れ
て
、
ラ
シ
ー
ヌ
独
得
の
世
界
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
老
え
ら
れ
て
い
　
　
ー
ヌ
劇
を
、
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ム
の
人
間
観
と
の
関
係
に
於
て
解
釈
す
る
と
い
ジ
フ
　
真

る
。
確
か
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
ン
で
う
た
わ
れ
た
ラ
シ
ー
ヌ
の
詩
句
の
素
晴
ら
　
　
試
み
は
、
十
分
意
義
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
言
う
迄
も
な
く
、
ラ
シ
：

し
さ
に
就
て
は
、
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、
ラ
シ
ー
ヌ
劇
は
、
外
国
人
に
は
結
　
　
ヌ
劇
を
神
学
の
書
と
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
私
に
は
勿
論
そ
れ
程
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

局
理
解
出
来
難
い
の
で
は
な
い
か
と
危
倶
し
て
い
る
モ
ル
ネ
な
ど
の
意
見
を
踏
　
　
　
学
の
素
養
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
た
だ
、
こ
の
方
怯
、
即
ち
ジ
ャ
・
ン
セ
ニ
ス

ま
え
て
、
そ
の
詩
句
の
持
つ
価
値
を
強
調
し
過
ぎ
る
余
り
に
、
ラ
シ
ー
ヌ
劇
の
　
　
　
ム
の
立
場
か
ら
デ
シ
ー
ヌ
に
接
近
す
る
事
に
よ
り
、
我
々
現
代
人
の
生
活
に
比

真
の
偉
大
さ
は
、
劇
の
構
成
、
登
場
人
物
の
性
格
等
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
言
　
　
　
べ
て
、
彼
の
時
代
の
人
々
が
如
何
に
考
え
、
如
何
に
生
き
た
か
を
伺
い
知
る
事

い
切
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
う
。
何
故
な
ら
、
文
芸
作
品
は
、
直
接
間
接
を
　
　
　
が
可
能
だ
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

問
わ
ず
、
何
等
か
の
意
味
で
、
そ
の
作
品
の
成
立
し
た
時
代
と
社
会
を
反
映
す
　
　
　
従
つ
て
、
こ
の
小
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
」
が
、
ネ
ロ
の

る
も
の
で
あ
る
以
上
は
、
ラ
シ
ー
ヌ
の
作
品
に
於
て
も
、
単
に
、
危
機
的
な
情
　
　
　
宮
廷
に
於
け
る
野
望
と
策
動
の
悲
劇
と
し
て
取
扱
わ
れ
、
悪
の
本
性
に
目
覚
め

念
の
進
行
を
描
い
て
、
深
い
人
間
洞
察
を
示
し
て
い
る
と
い
う
ば
か
り
で
な
　
　
る
ネ
ロ
、
ま
た
母
親
ア
グ
リ
ピ
…
ヌ
の
権
勢
欲
等
が
、
そ
の
主
題
と
考
え
ら
れ

く
・
そ
の
素
材
の
選
択
や
、
劇
の
構
成
に
も
、
又
作
者
の
人
間
観
に
も
、
当
時
　
　
　
て
き
た
の
に
対
し
、
立
場
を
変
え
て
、
ジ
．
一
ニ
ィ
を
プ
ロ
タ
ゴ
ニ
ス
ト
と
見
徹

の
社
会
の
反
映
が
見
ら
れ
る
も
の
だ
と
老
え
ら
れ
る
か
ら
、
当
然
そ
れ
に
余
り
　
　
　
す
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
劇
の
性
格
、
ひ
い
て
は
ラ
シ
ー
ヌ
劇
の
性
格
を
、
老
え

考
慮
の
払
わ
れ
て
い
な
い
、
従
来
の
ラ
シ
ー
ヌ
解
釈
は
不
十
分
で
あ
る
と
私
は
　
　
直
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
、
そ
の
目
的
で
あ
る
。



註
鮎
㌔
嘆
耀
．
。
㌧
書
惑
、
．
順
．
瀞
9
溜
、
、
陣
の
溺
．
・
い
織
糠
醗
妖
鞭
嶺
遜
姻
醸
甥
繰
緯

　
　 y

，
旨
ゼ
専
ゆ
鐸
漁
。
⊆
翼
、
男
”
。
｝
昌
蓋
廊
・
切
。
．
）
豆
・
。
．
〔
泉
馨
瀬
訳
宰
悼
9
　
・
グ
サ
妾
簿
、
響
い
境
湧
奴
蟄
外
の
何
堂
も
奮
よ
・
ワ
な
人
胸
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
姶
め
と
し
て
、
ア
ン
ド
・
マ
ダ
、
．
ク
リ
テ
ヨ
ム
．
倭
ド
ル
の
如
き
、
．
子
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　

@
　 ﾉ
伝
統
的
な
同
7
シ
ー
ヌ
劇
の
解
釈
　
　
　
　
雷
響
い
母
響
あ
れ
ば
、
パ
同
蒋
謬
が
皇
ぢ
ギ
誘
聖
野
崎

伝
統
的
な
ラ
シ
該
劇
羅
に
従
え
ば
、
ラ
ン
ソ
ン
書
つ
て
い
る
よ
う
に
　
家
も
あ
る
．
，
穆
な
姦
を
て
は
這
．
二
求
モ
援
、
，
イ
フ
ジ
手
ニ
イ

ラ
シ
ザ
ヌ
劇
ば
三
人
の
人
物
か
ら
惣
乃
悲
劇
、
即
ち
一
人
の
女
性
を
め
ぐ
る
二
　
　
等
が
あ
ゆ
、
更
に
は
、
「
ネ
ロ
あ
り
、
ミ
ト
旗
ダ
：
玉
あ
ゆ
之
い
う
具
合
北
、
癌

人
の
思
性
の
・
或
は
一
人
の
男
憐
に
対
す
る
二
人
の
女
性
の
情
念
の
葛
藤
が
、
　
　
　
の
単
一
さ
に
比
し
て
、
，
借
か
れ
尤
人
物
の
多
様
性
が
、
覧
称
揚
き
れ
で
き
た
。
，

黛
の
主
磐
い
ど
と
に
鶏
例
え
ば
η
ブ
リ
三
キ
訣
こ
に
於
け
る
　
葦
ρ
ピ
・
臥
…
言
硫
書
。
匹
、
需
犀
．
け
Q
一
『
。
ユ
⑳
一
帥
日
．
即
・
・
轟
ら
澗
．

ネ
ロ
ン
㍉
獣
ユ
ニ
ー
函
ナ
リ
タ
屯
キ
ュ
ス
、
　
「
窄
レ
三
ス
」
に
於
け
る
ベ
レ
ニ
　
　
　
　
　
胃
鋤
需
簿
凶
器
や
一
8
　
髄
　
　
　
　
　
、
・
　
　
　
．
．

圏
．
e
急
．
季
ン
テ
峯
・
ス
、
「
ぞ
ド
斐
於
け
る
、
フ
エ
　
ー
量
。
『
娼
・
け
・
出
瞳
・
．
。
か
博
『
。
麿
ρ
、
臼
謬
画
鋤
9
一
鳳
噌
。
騰
。
一
陣
筑
・
．
即
ρ
二
⑦
ヤ
ゆ
①
凱

謙
擦
掛
動
い
郵
醐
孫
瞥
待
葎
韓
欝
　
㈲
・
デ
塁
婁
」
劇
の
登
場
人
物
の
性
格
と
構
造
　
－

な
い
㈲
、
壱
世
紀
前
禦
ら
墨
に
か
け
て
・
宗
教
戦
争
伽
余
尽
が
ま
だ
消
え
　
も
と
も
と
、
「
ブ
リ
汐
‡
ゴ
」
銭
ア
，
ン
ド
・
マ
‘
ッ
ク
」
の
成
功
薪

去
ら
ず
・
社
会
が
先
ン
シ
・
ン
の
状
態
に
あ
つ
た
時
期
に
は
ハ
コ
ル
ネ
ィ
．
「
の
　
　
諸
す
る
コ
ル
ネ
忠
ユ
団
派
に
こ
沈
虎
て
．
颪
」
臥
の
時
代
を
主
樋
と
し
た
歴
史

描
い
た
よ
う
な
・
意
志
的
な
英
雌
劇
か
迎
だ
ち
れ
た
の
秩
序
が
次
第
に
回
復
し
、
　
　
劇
を
書
“
て
も
、
、
ラ
ン
コ
ヌ
は
「
「
ル
ネ
ー
ユ
に
匹
敵
し
う
る
事
を
示
⑥
た
め
に

や
が
て
ル
イ
十
四
世
の
親
政
が
始
ま
る
こ
ろ
に
は
、
コ
ル
ネ
イ
ユ
は
人
心
を
失
　
　
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
．

い
、
代
つ
て
優
黍
恋
愛
悲
劇
が
蓄
ら
れ
る
よ
庭
な
り
、
既
に
ト
マ
三
　
，
漉
代
の
努
か
ら
み
れ
ば
、
働
握
の
働
禦
朗
便
．
．
肇
の
で
あ
乃
う

勃
柔
，
ユ
や
キ
イ
が
・
ラ
ヤ
・
髭
ん
じ
て
筆
藁
め
て
い
た
。
、
従
つ
て
、
ど
、
左
程
大
き
い
関
心
を
呼
び
覚
さ
な
い
げ
れ
ど
も
、
出
来
上
つ
葎
・
幾
、

ラ
シ
ー
ヌ
・
は
、
趾
時
代
作
家
と
同
じ
よ
う
に
断
発
じ
鞄
の
で
あ
り
、
，
「
ラ
ゼ
弥
　
　
恋
愛
と
政
治
の
権
謀
術
策
が
か
ち
み
合
穿
㍗
複
雑
な
、
だ
が
極
め
て
緊
密
な
構

回
バ
イ
ド
」
・
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
」
で
は
疲
等
北
バ
通
の
ヲ
レ
身
ジ
デ
を
示
心
窒
も
ち
、
霧
人
物
の
籍
が
忽
子
ア
イ
に
富
窒
い
難
の
点
碧

で
聡
が
、
．
ヲ
ン
謡
マ
・
ク
L
墨
の
作
品
で
ば
粛
は
一
重
，
窺
則
礎
て
、
、
愁
こ
の
作
品
は
ラ
シ
漆
蕩
書
傑
作
の
5
需
る
ど
男
．
詮

に
誉
蕎
単
な
筋
の
妻
、
．
救
い
の
な
い
破
局
掩
つ
て
進
行
似
、
，
登
奨
霧
集
る
ラ
デ
ヌ
め
作
品
の
中
か
ら
特
に
「
フ
多
・
ニ
キ
、
乏
窪
t

灘
讃
輕
蘇
難
鯵
藩
』
鑓
、
鞍
㌍
汐
鱗
鑑
逡
鯵
登
駐
蜜
蓬
麓
逐



ζ
つ
。
鑛
つ
、
一
フ
守
メ
塀
の
登
場
人
惣
対
す
る
見
蟹
［
。
フ
つ
タ
富
．
」
・
ほ
こ
の
人
物
藩
く
窃
に
非
婁
努
力
を
払
つ
た
と
禽
し
て
い
る
・
プ

灘
鍵
鎗
欝
難
霧
謳
欝
肺
器
骸
磐
難
鐸
罫
纏
肢
瀦
詠
鱗
襲

な
の
で
、
母
を
殺
し
、
妻
管
、
・
部
下
を
馨
す
る
寒
美
罪
の
可
薩
を
ば
翁
豊
か
な
青
餐
と
㌢
を
で
あ
為
・
そ
雰
別
の
あ
る
蒙
謬

鷲
馨
漿
雑
鰻
轄
恥
凱
溝
難
籔
無
縫
述
べ
て
い
壱
の
慧
で
論
渇
嶺
に

・
ナ
ル
シ
倭
、
悪
の
道
垂
君
の
メ
・
と
表
垂
体
と
な
つ
て
馳
緩
ぐ
る
。
　
最
健
ツ
云
乏
つ
い
て
ラ
シ
蜘
は
、
，
あ
禦
タ
キ
翼
黒
つ
で

ザ
ル
シ
ス
遺
ネ
ロ
の
申
に
か
く
さ
れ
た
悪
徳
の
数
々
を
探
り
出
し
、
そ
れ
．
ら
を
　
　
　
ユ
ニ
ア
・
カ
ル
ヴ
ィ
ナ
と
呼
ば
れ
て
い
る
娘
で
、
　
ユ
ニ
ア
・
シ
ラ
ナ
と
君
ジ
名

目
、ﾜ
く
罪
の
艶
に
の
せ
て
穿
。
ナ
ル
シ
ス
は
単
な
る
事
件
の
推
移
を
語
る
　
砂
毒
で
は
奈
と
断
つ
て
い
㌃
こ
の
謹
、
毒
こ
場
の
ア
グ
リ
郭
ヌ

だ
け
の
補
麓
で
は
な
い
．
’
毒
ナ
ル
シ
乏
翌
す
る
人
物
と
し
て
擾
れ
め
団
喜
馨
追
・
・
署
言
・
婁
営
曇
・
鷺
象
設
ユ
盟
鑓

窃
が
ド
ゲ
、
ス
で
誘
ゑ
ネ
ロ
の
雀
期
の
養
育
響
に
は
ビ
ず
、
ス
　
趣
件
露
・
・
㌧
§
・
量
（
＜
o
頴
　
卜
◎
め
い
ゼ
ト
ひ
鴎
α
）
．
と
あ
ゑ
こ
ろ
か
ら
、
．
．
特
紫

欝
耀
簾
製
製
麟
殴
拠
編
諜
欝
御
謡
講
媚
欝
影
鴛
難
翁
野

北
、
．
薯
は
そ
の
葬
と
馨
の
整
、
借
敬
仰
の
的
と
な
つ
て
い
た
。
こ
・
艮
ぎ
髭
這
ー
で
あ
る
と
し
て
い
渇
．
尚
、
ジ
・
岸
熊
ヴ
ェ
妾

の
二
入
の
申
か
ら
ラ
シ
ー
ヌ
が
特
に
ビ
己
リ
ュ
ス
を
選
ん
だ
理
由
は
、
タ
キ
ッ
　
　
・
の
寺
院
に
保
護
さ
れ
る
件
り
の
こ
と
が
轡
営
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
⑳
乙
と

ス
の
謹
ビ
♂
、
ス
が
灘
だ
時
、
、
彼
の
徳
を
し
の
ん
で
帝
璽
体
が
そ
の
，
は
更
に
後
述
す
る
軌
以
上
が
、
ラ
シ
支
自
身
に
よ
垂
場
人
物
の
難
毒

魂
を
惜
奏
と
あ
る
の
緩
つ
た
と
君
て
い
る
が
、
一
フ
ツ
ソ
ン
は
こ
の
間
の
、
嘉
・
も
三
人
・
ア
グ
昔
…
ヌ
の
塞
響
い
て
・
°
ア
ル
デ
嘉
霧
し

消
息
を
推
測
し
て
、
タ
キ
ッ
首
身
は
業
か
を
有
徳
篁
、
の
人
物
と
呼
ん
で
て
い
る
．
覆
に
、
ユ
ン
陵
ダ
ン
、
或
は
・
ン
三
禽
ト
の
役
は
・
ラ
シ
㌦

は
い
た
も
の
の
、
こ
の
世
間
に
名
姦
ら
れ
た
哲
学
者
の
頚
つ
き
は
、
暴
君
の
　
－
・
ヌ
劇
の
よ
　
に
長
い
モ
・
7
グ
や
対
話
が
ら
成
る
劇
の
筋
を
・
有
欝
に

，
諌
臣
と
云
．
つ
役
に
必
饗
清
響
、
卒
直
さ
を
持
つ
て
い
な
い
．
そ
れ
故
知
ら
蓉
す
る
た
詮
必
要
な
要
素
と
し
て
飢
造
さ
れ
た
も
の
冤
婆
終
も
そ

車
る
事
の
少
な
い
ピ
。
慧
ス
で
あ
る
が
、
彼
の
方
が
剛
勇
且
簾
潔
な
署
の
意
味
に
於
け
る
コ
ン
フ
・
ダ
ン
塾
あ
る
籍
ぎ
な
い
・
婆
の
役
割
は
・

・
い
築
の
籍
を
附
す
の
に
好
都
倉
と
判
断
し
た
が
ら
だ
と
云
つ
て
か
る
。
　
h
フ
・
ー
ド
ル
」
に
於
で
誕
幕
近
く
薬
慧
ド
の
死
を
撃
る
テ
翌
r

ネ
白
の
母
親
ア
グ
リ
ピ
麦
は
「
あ
ら
ゆ
る
エ
．
」
三
ト
的
野
望
の
絶
讐
・
の
そ
れ
に
酷
似
し
て
い
ゑ
呈
の
諸
人
欝
響
な
す
こ
の
劇
の
馨
に

雛
難
蝶
髭
蕪
転
鰍
嘉
桐
繁
μ
驚
耀
評
が
あ
陵
．
複
ム
・
。
単
純
化
基
・
江
喬
松
）
宴



　
劇
は
、
ま
だ
ネ
ロ
の
目
覚
め
ぬ
早
朝
、
夜
半
に
ジ
出
ニ
ィ
が
ネ
ロ
の
宮
殿
へ
　
　
ー
マ
は
安
泰
な
り
と
い
う
程
の
信
頼
感
を
読
者
は
持
て
な
い
。
役
者
は
ネ
ロ
が

拉
致
さ
れ
た
こ
と
を
知
つ
て
、
不
安
に
戦
く
ア
グ
リ
ピ
ー
ヌ
と
ア
ル
ビ
ー
ヌ
の
　
　
数
枚
上
と
い
う
感
の
み
強
く
、
従
つ
て
彼
の
諫
言
は
、
反
つ
て
間
の
抜
け
た
滑

対
話
か
ら
始
る
。
　
（
そ
の
日
の
晩
餐
に
は
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
が
毒
を
盛
ら
れ
て
　
　
稽
至
極
の
も
の
に
思
わ
れ
さ
え
す
る
。

死
に
、
劇
は
大
団
円
と
な
る
の
だ
が
、
三
単
一
の
法
則
は
、
見
事
に
守
ら
れ
て
　
　
　
　
「
滑
稽
さ
」
と
い
う
点
で
は
、
ブ
リ
タ
ニ
キ
コ
ス
の
場
合
は
更
に
ひ
ど
い
。

い
る
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
シ
ー
ヌ
は
そ
の
序
文
の
申
で
、
史
実
に
の
つ
と
り
、
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
の
週

　
次
に
、
劇
の
進
行
に
副
い
乍
ら
、
各
登
場
人
物
の
性
格
を
改
め
て
考
え
直
し
　
　
　
囲
に
ナ
ル
シ
ス
の
如
き
．
悪
人
し
か
配
隅
し
な
か
つ
た
と
こ
と
わ
つ
て
い
る
が
、

て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
は
常
に
こ
の
人
物
に
絶
対
の
信
頼
を
お
き
疑
う
こ
と
が
な

　
　
ア
グ
リ
ピ
ー
、
ヌ
が
ネ
ロ
の
目
覚
め
る
の
を
待
ち
わ
び
て
い
る
の
は
、
ネ
ロ
を
　
　
　
い
。
2
”
．
。
陶
。
。
。
。
ρ
ε
岳
ω
霞
舞
…
】
≦
9
尻
。
島
昌
甘
8
。
お
寅
O
⊆
覧
三
勲
』
o

批
判
し
ジ
ュ
ニ
イ
を
拉
致
し
た
彼
の
行
為
を
責
め
る
た
め
で
は
な
く
、
息
子
に
　
　
　
宣
ω
〈
o
。
¢
畠
。
9
0
δ
マ
o
ρ
麟
0
8
挫
（
＞
6
8
押
゜
・
。
窪
o
同
く
）
こ
の
言
葉
が
、

対
す
る
彼
女
の
権
力
が
失
わ
れ
る
の
を
気
遺
つ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
即
ち
、
　
　
彼
が
死
の
晩
餐
に
赴
く
迄
変
ら
ぬ
の
は
驚
く
べ
き
で
あ
る
。
ラ
ン
既
ン
は
、
こ

口
先
で
は
〉
＝
o
蕊
讐
ぽ
8
日
゜
巨
一
三
α
゜
筥
§
α
2
蚕
ぎ
昌
飢
⑦
゜
魯
゜
邑
σ
く
？
　
　
　
の
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
の
言
葉
に
つ
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
引
用
し
て
「
青

白
⑦
韓
（
》
6
8
㌍
゜
。
。
曾
。
押
く
。
諺
這
U
－
這
O
）
と
言
っ
て
は
い
る
が
、
内
心
は
　
　
　
年
は
、
余
り
屡
々
人
に
欺
か
れ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、
信
じ
易
く
、
す
ぐ
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

目
日
、
伽
8
溝
9
含
q
ひ
器
o
曽
宕
言
．
些
9
冴
覧
碧
⑦
噌
゜
U
°
窟
冴
゜
°
8
ロ
℃
箭
邑
》
　
　
言
を
真
に
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
信
じ
易
さ
に
も
　
4

一
⑦
℃
。
¢
＜
。
マ
傷
、
》
α
q
昌
号
鳳
琴
く
。
屋
鶏
6
ピ
ニ
。
矯
ρ
σ
q
鑓
邑
゜
・
窟
゜
・
u
。
冨
ρ
器
」
o
ξ
　
　
　
限
度
が
あ
ろ
う
。
し
か
も
奇
妙
な
事
に
は
、
こ
の
様
に
信
じ
易
い
ブ
リ
タ
ニ
キ

肋
．W
冨
B
言
。
・
（
＜
O
『
Q
o
　
一
一
〇
ー
一
一
博
）
と
心
配
す
る
。
要
す
る
に
彼
女
に
於
て
は
エ
　
　
　
ユ
ス
が
、
相
愛
゜
の
ジ
ュ
ニ
ー
の
言
う
事
と
な
る
と
容
易
に
信
じ
よ
う
と
は
し
な

，
ゴ
ィ
ス
ト
的
野
望
が
阻
害
さ
れ
る
事
だ
け
が
関
心
事
で
あ
り
、
自
他
の
行
為
に
　
　
い
。
即
ち
、
終
幕
近
い
五
幕
一
場
で
、
ネ
ロ
の
仕
掛
け
た
偽
り
の
和
睦
を
、
そ

対
す
る
倫
理
的
反
省
等
に
わ
ず
ら
わ
き
れ
る
こ
と
は
少
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
と
し
ら
ず
に
、
い
そ
い
そ
と
報
告
す
る
く
だ
り
で
は
、
和
睦
に
対
す
る
彼
女

　
次
に
ビ
ュ
リ
ュ
ス
と
い
う
人
物
は
、
清
廉
潔
白
、
剛
直
を
以
て
名
高
い
武
将
　
　
　
の
不
安
に
耳
を
借
そ
う
と
も
し
な
い
。
ま
る
で
彼
等
の
間
に
は
、
何
ら
・
の
コ
ミ

で
、
ネ
ロ
の
行
為
の
批
判
者
た
る
べ
く
意
図
し
て
創
造
き
れ
た
の
だ
が
、
い
さ
　
　
　
ユ
ニ
ケ
イ
シ
．
ン
が
な
い
か
の
如
く
で
あ
る
。
ル
メ
ー
手
ル
を
、
始
め
と
し
て
、

さ
か
明
察
を
欲
き
、
暴
君
の
本
質
を
見
抜
く
鋭
い
批
判
者
と
は
な
り
得
て
い
な
　
　
　
従
来
、
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
の
徳
と
純
粋
さ
は
、
ネ
ロ
や
ア
グ
リ
ッ
ピ
ー
ヌ
の
狡

い
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
ジ
ュ
ニ
ー
掠
奪
の
行
為
を
弁
護
し
た
り
（
〉
。
8
淵
ω
？
　
　
猫
、
野
蛮
さ
と
対
比
さ
れ
て
、
こ
の
劇
に
、
か
ぐ
わ
し
い
一
輪
の
花
を
添
え
た

窪
。
ε
形
ば
か
り
の
和
睦
を
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
と
結
ぶ
の
を
見
て
狂
喜
し
た
　
　
　
趣
を
も
つ
と
評
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
容
易
に
そ
れ
と
知
れ
る
好
計
を
見
破
る

、
り
（
＞
6
樽
O
　
一
ノ
＼
°
　
o
麿
0
0
4
昌
O
　
　
一
一
一
）
ネ
ロ
が
そ
の
本
心
を
打
明
け
な
け
れ
ば
、
和
睦
　
　
　
乙
と
が
出
来
ず
、
欺
か
れ
続
け
る
こ
と
が
美
徳
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

の
裏
に
秘
め
ら
れ
た
隠
謀
を
察
知
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
確
か
に
　
　
　
劇
中
の
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
は
、
ビ
ュ
リ
ュ
ス
よ
り
も
遙
か
に
明
察
を
敏
い
た
、

彼
は
唯
一
の
忠
臣
で
あ
り
、
諌
臣
で
は
あ
ろ
う
が
、
ビ
ュ
リ
ュ
ス
あ
る
限
り
ロ
　
　
言
換
え
れ
ば
、
ナ
ル
シ
ス
の
気
持
次
第
で
、
ど
の
よ
う
に
も
動
か
さ
れ
る
丈
の



人
物
で
、
主
体
性
を
敏
く
こ
と
お
び
た
だ
し
い
ど
言
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
、
　
　
々
に
よ
り
始
め
て
理
解
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
事
の
象
徴
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と

第
一
の
序
文
の
末
尾
で
、
ラ
シ
ー
ヌ
が
、
口
さ
が
な
い
世
間
の
批
評
に
対
し
て
　
　
　
の
方
が
、
重
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
殺
さ
れ
た
ピ
リ
ュ
ス
の
後
を
追
う

投
げ
つ
け
た
「
無
智
な
る
も
の
程
不
正
な
も
の
は
な
い
。
」
と
い
う
言
葉
は
、
　
　
て
自
ら
の
生
命
を
断
つ
た
エ
ル
ミ
オ
ー
ヌ
と
異
り
、
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
を
好
計

或
程
度
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
の
で
に
あ
る
ま
い
か
。
　
　
　
　
　
か
ら
救
う
こ
と
の
不
可
能
を
悟
つ
た
ジ
ュ
ニ
ー
が
、
彼
女
を
理
解
し
保
護
し
て

　
最
後
に
、
ジ
ュ
ニ
ー
の
、
こ
の
劇
に
於
け
る
特
異
な
位
謄
に
注
意
し
て
み
よ
　
　
　
く
れ
る
人
々
の
間
に
逃
れ
た
と
い
う
事
は
、
純
情
で
あ
る
と
は
言
え
、
果
し
な

う
。
ジ
ュ
ニ
ー
は
、
こ
の
劇
で
、
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
と
同
じ
く
被
圧
迫
者
の
位
　
　
　
く
凡
庸
な
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
を
見
限
つ
た
こ
と
に
外
な
ら
な
い
、
と
同
時
に
、

置
に
あ
る
こ
と
は
変
ら
な
い
が
、
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
と
異
る
と
こ
ろ
は
、
最
初
　
　
　
ヴ
エ
ス
タ
入
り
は
、
所
謂
俗
世
間
と
の
訣
別
を
意
味
す
る
。
し
か
し
乍
ら
、
世
　
　
　
、

か
ら
ネ
ロ
の
暴
虐
と
、
宮
廷
に
ひ
そ
む
妊
計
に
気
附
い
て
い
る
事
で
あ
る
。
ネ
　
　
‘
間
と
訣
別
す
る
こ
と
に
よ
り
ジ
ュ
ニ
ィ
は
、
そ
の
純
粋
さ
を
最
後
ま
で
保
ち
得

ロ
の
本
質
を
見
抜
い
て
い
る
の
は
、
彼
女
一
人
だ
と
言
つ
て
も
よ
い
。
従
つ
　
　
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

て
、
被
圧
迫
者
と
し
て
の
彼
女
の
立
場
は
、
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
の
そ
れ
と
は
異
　
　
　
　
次
に
、
以
上
述
べ
た
登
場
人
物
の
性
格
分
析
を
も
と
に
し
て
、
劇
の
構
造
に

な
り
、
一
層
多
く
の
悲
劇
性
を
持
つ
。
こ
の
劇
の
始
ま
る
寸
前
に
、
、
不
ロ
の
宮
　
　
　
つ
い
て
少
し
述
べ
て
み
よ
う
。
ラ
シ
ー
ヌ
劇
の
構
造
に
つ
い
て
深
い
理
い
理
解

廷
に
無
理
矢
理
連
れ
て
こ
ら
れ
た
彼
女
は
、
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
の
死
に
至
る
ま
　
　
　
を
示
し
て
お
ら
れ
る
故
吉
江
喬
松
氏
に
従
え
ば
、
「
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
」
の
構

惹
一
日
の
間
、
本
当
の
意
味
で
、
誰
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
．
ン
を
持
つ
こ
と
　
　
　
造
は
図
式
化
さ
れ
て
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
噛
　
　
　
　
　
　
　
5
－

が
出
来
な
い
。
即
ち
、
ネ
ロ
の
求
婚
を
斥
け
（
＞
6
8
員
8
曾
。
同
口
）
ひ
た
す
　
　
　
　
　
　
　
』
§
δ
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
切
『
冨
旦
8
蕊

ら
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
の
身
の
上
を
案
じ
て
い
る
が
、
そ
の
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
と
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

す
ら
、
前
述
の
如
く
、
生
死
の
決
定
的
な
瞬
間
に
於
て
も
（
〉
。
8
＜
鴇
8
ぎ
9
）

彼
女
の
疑
惑
と
不
安
を
の
彼
に
伝
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
終
つ
て
し
ま
う
。

ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
の
死
後
、
ア
ル
ビ
ー
ヌ
に
よ
つ
て
、
ジ
ュ
ニ
：
が
遁
世
し
、

●

　
　
@
　@
．

0

ヴ
↓
ス
タ
の
寺
院
に
保
護
さ
れ
た
こ
と
が
告
げ
ら
れ
る
。
元
来
ヴ
ェ
ス
タ
の
寺
　
　
　
　
　
　
　
家
3
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
α
・
暑
℃
剛
需

院
は
、
六
才
か
ら
十
才
迄
の
少
女
し
か
保
護
し
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
た
ら
し
　
　
　
　
こ
れ
は
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
も
の
だ
が
、
直
ち
に
気
附
く
票
は
、
ビ
・
リ

く
、
上
演
当
時
は
、
ジ
ュ
ニ
ー
の
ヴ
ゴ
ス
タ
入
り
が
史
実
に
反
す
る
も
の
と
し
　
　
　
ユ
ス
が
こ
の
劇
の
構
成
に
必
要
な
人
物
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ぬ
事
で
あ
る
。

て
非
難
が
起
つ
た
。
ラ
シ
ー
ヌ
も
そ
の
事
の
弁
護
を
序
文
の
中
で
試
み
て
い
　
　
そ
こ
で
、
私
と
し
て
は
こ
の
図
式
を
次
の
様
に
書
直
し
て
み
た
い
と
思
う
。

る
。
だ
が
、
史
実
に
反
す
る
か
否
か
の
問
題
よ
り
も
、
年
令
を
無
視
し
て
、
ジ
　
　
　
　
こ
の
図
式
が
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
各
人
物
は
、
線
を
以
て
結
ば
れ
た
人
物

ユ
ニ
ー
が
ヴ
ェ
ス
タ
の
寺
院
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
事
は
、
劇
申
誰
と
も
　
　
　
と
し
か
劇
中
で
は
対
話
を
し
て
い
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
即
ち
ア
グ
リ
ッ
ピ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
を
持
ち
得
な
か
つ
た
彼
女
が
、
ヴ
エ
ス
タ
の
内
部
の
人
　
　
　
！
ヌ
は
、
ネ
ロ
、
ゴ
リ
タ
ニ
ギ
ュ
ス
、
ブ
ユ
リ
ュ
ス
と
し
か
、
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
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ギ
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フ
シ
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籏
め
紹
介
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ユ
ら
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
墜
．
、
　
　
　
　
・
ル
シ
ア
ン
釦
ゴ
リ
ル
ド
マ
ン
は
、
二
つ
の
著
書
の
中
で
、
．
・
ラ
髄
シ
．
ー
ヌ
劇
の
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
l
I
ー
し
ー
ー
ー
ー
1
－
f
－
！
ー
ー
－
」
　
　
　
に
つ
い
て
次
の
様
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
先
ず
、
プ
ツ
ー
タ
尉
に
三
っ
①
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ
ジ
ョ
ン
を
想
定
す
渇
。
即
ち
「
神
」
、
「
人
間
」
ハ
「
世
間
」
の
三
゜
つ
で
あ
り
、

は
、
注
．
〒
、
ア
グ
ウ
　
ッ
望
ヌ
、
ナ
ル
潔
隊
ロ
の
四
人
と
鉛
フ
様
に
　
秀
の
概
彦
規
等
る
詣
に
、
同
時
代
の
騰
，
ン
雲
ス
み
懇
を
裏

蓄
る
ρ
な
お
、
グ
．
委
の
薦
は
霧
入
惣
黛
い
が
、
ジ
．
〒
が
　
附
け
と
し
て
い
る
3
・
，
㌧
＼
．
・
・
．
∴
・
、
、
．
，

コ
薗
一
ニ
ケ
ィ
ゾ
ヨ
ン
を
持
ち
得
た
と
い
う
事
に
注
意
塑
喚
起
す
べ
ぐ
、
敢
え
　
　
　
先
づ
、
．
「
神
」
°
の
概
A
凪
に
つ
い
て
は
、
「
神
」
が
あ
も
ゆ
る
経
験
的
或
は
感
・

て
劇
皮
物
と
同
楚
謄
諺
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
劇
の
構
造
は
A
　
覚
的
な
存
奮
り
も
、
吏
量
要
且
真
実
な
存
在
需
る
と
説
き
、
灌
、
パ
．

襲
さ
れ
る
諸
人
物
の
申
で
劇
が
進
讐
、
終
羅
於
て
、
ジ
ご
T
が
A
の
　
秀
ル
の
づ
孝
引
用
レ
て
、
．
「
世
界
に
於
て
果
暑
る
毒
は
、
軸
性
の
幽

劣
傷
か
・
、
脱
し
て
B
で
養
れ
・
。
世
界
に
肇
、
嘘
の
諸
人
惣
隠
死
と
　
全
き
欠
如
を
も
示
し
て
い
な
い
し
、
．
神
性
の
盟
馨
存
在
を
も
示
し
て
い
な
¢

混
乱
の
悲
禦
讐
ぷ
う
の
で
あ
る
。
・
．
㌧
∴
．
，
¶
　
　
’
い
、
反
つ
て
野
て
み
た
ま
う
神
の
存
在
を
示
し
ぎ
い
る
。
」
辱
・
・
獅
u
①
津
田

　
る
の
よ
う
に
ハ
「
ブ
ザ
ダ
ご
キ
』
ヌ
」
・
を
、
°
ツ
ユ
ニ
ー
を
プ
ロ
汐
ゴ
ニ
ス
ト
　
　
．
訳
）
と
述
べ
（
°
隠
ざ
れ
た
神
の
存
在
を
強
調
す
を
。
　
・
い

匙
し
て
考
幻
直
し
で
み
乃
時
、
不
正
、
策
謙
．
欺
臓
の
支
配
す
る
ネ
刀
の
宕
廷
・
　
　
次
に
「
世
欄
」
と
・
は
悪
、
°
不
正
A
欺
鵬
の
横
海
し
て
“
る
も
の
と
「
か
う
認
識

潜
逃
れ
、
ヴ
、
多
の
寺
悦
に
難
を
誉
嚢
に
、
器
ル
・
・
ワ
ィ
．
ル
に
　
か
ら
拙
発
す
る
、
「
備
」
に
は
憲
は
数
限
り
窯
あ
る
。
〕
（
パ
肇
蒙
。
・
・
〉

立
で
こ
も
つ
た
騰
ン
セ
ニ
ス
ト
達
の
餐
私
は
想
起
す
る
。
こ
ご
た
私
の
じ
か
も
、
こ
の
㊨
澗
L
髭
む
亀
「
人
間
な
、
鰹
が
フ
ド
ク
サ
ル
な
矛
盾

h
推
論
を
一
層
力
づ
け
て
図
れ
た
の
が
、
．
ゴ
『
ル
ド
コ
ウ
の
署
書
忙
表
ね
さ
煮
た
　
　
・
に
み
ち
た
存
在
で
あ
め
、
膚
じ
゜
一
人
の
．
「
入
間
」
の
申
牝
天
使
止
野
獣
が
、
僚

疑
、

u
灘
n
窪
で
膝
妥
の
謬
嘱
澱
よ
．
獣
難
馨
難
誌
瓠
塑
凱
胤
薙

註
隣
睾
9
唱
昌
軸
・
ロ
・
。
翫
喜
ー
5
，
短
・
曾
ゆ
昌
．
ひ
昌
（
匡
ゆ
。
嵐
．
①
）
巻
　
の
、
．
即
尊
神
」
な
の
で
み
る
。
し
奉
ぞ
又
浬
漁
、
「
遭
止
「
嵩
」

　
　

Q
彰
竃
。
・
づ
。
岳
陣
・
．
固
。
…
・
①
鼠
鋤
ピ
寒
・
書
冠
。
身
。
廿
砿
・
．
β
口
。
Ψ
悼
心
い
の
中
隅
存
套
の
需
ゑ
湯
よ
う
穀
海
霧
か
れ
た
．
突
運
が
か

　
　
　
．
瀞
－
更
・
島
曾
昌
．
…
二
通
・
．
§
甚
戸
。
野
・
．
碍
づ
Φ
。
…
．
蓄
鳥
．
覧
陣
量
・
・
吋
真
に
沢
間
」
毒
ば
誓
る
奮
に
は
、
ぎ
し
な
け
れ
ば
な
毒
嘉
。

　
　
．
翼
喜
α
，
、
・
看
有
，
尋
書
「
麿
量
・
・
・
・
…
，
身
σ
葺
Φ
．
量
・
Ψ
　
之
れ
が
襲
塵
き
方
案
望
台
入
嬰
に
軽
論
た
課
題
蕩
る
。



、
・
ズ
欄
藩
．
．
蓬
濃
遺
岩
淫
蓄
億
ば
莞
ず
罹
胤
窟
．
ロ
ビ
れ
磁
三
つ
㊧
イ
ジ
．
．
ン
を
．
ヴ
董
躍
更
の
み
怒
ず
慮
？

根
源
的
に
悪
し
き
も
の
嘉
め
、
癬
に
唱
耳
の
窓
蛍
、
つ
書
な
．
導
あ
諸
作
品
鑑
早
詮
∵
孟
蕩
作
曹
は
裏
姦
に
述
謬

ミ
累
さ
を
響
、
そ
♀
で
罹
運
遂
縁
々
、
’
ひ
た
す
ら
鯉
鮭
　
ま
う
な
意
味
で
の
「
人
問
」
が
登
愚
誤
る
ゼ
嘉
り
蓉
易
鐘
蟹
来

星
活
を
送
ら
濃
な
癌
い
、
、
寝
漂
、
b
別
離
ル
∵
嵩
か
ら
該
接
る
、
る
．
例
．
λ
ば
．
こ
ド
・
マ
妥
、
ジ
蓄
翼
レ
豪
繊
・
．
雫
慈

と
こ
ろ
に
神
の
存
在
と
、
神
に
対
す
る
感
情
が
生
れ
る
。
L
の
で
、
「
世
間
」
と
あ
害
方
を
些
て
み
よ
・
つ
の
．
∴
㌃
．
・
、
，
：
，
．
－
、
、
廻
∴
ゴ
、
滑

．
絶
禄
せ
ぬ
限
り
は
、
㌧
漏
餐
倫
の
悲
隆
農
・
潔
馨
ち
ぬ
の
だ
毒
　
：
ヅ
首
導
・
ク
警
萎
ク
ト
ル
に
撃
る
貞
節
と
、
恵
愛
学
噛
身

咀
巻
。
．
．
°
・
’
“
．
．
∴
，
．
∵
ヅ
ジ
：
㌘
、
㌔
．
、
二
・
．
自
、
、
　
甥
ジ
燦
の
生
命
と
匁
二
響
反
の
命
題
に
藩
し
み
、
怠
子
の
器
姦
う

以
上
述
べ
た
三
つ
の
ヴ
ィ
ジ
づ
々
、
ヲ
リ
タ
ニ
キ
受
」
の
登
場
人
鞠
　
た
漣
、
び
と
た
び
学
、
歪
整
た
上
で
、
死
姦
て
妄
旨
節
の
癌
゜

°
に
ｭ
し
て
み
る
と
、
先
ず
「
借
」
を
代
琴
る
も
a
は
、
」
音
で
遭
ア
グ
　
じ
を
し
欲
　
ど
決
意
す
る
。
け
れ
ど
も
終
箆
於
て
、
°
ぜ
り
・
，
嘉
オ
嵐
眠
，

u
為
デ
・
で
あ
り
ナ
4
ス
需
ゑ
つ
會
」
，
の
名
揺
す
る
も
の
ば
ジ
　
「
に
磐
れ
、
エ
．
ル
ー
娑
が
自
殺
を
募
と
い
　
ゴ
世
間
」
の
混
乱
に
よ
づ
で
，

鶉
讐
篤
藤
撚
薦
獅
雛
襲
罫
嬬
蟻
簿
課
破
湊
週
之
妻
灘
、
諜
持

そ
の
故
に
毒
最
箆
は
、
ヴ
．
ス
毒
寺
院
に
象
徴
さ
れ
た
隠
さ
れ
た
る
　
置
．
べ
．
ヒ
三
の
場
合
は
、
’
デ
イ
な
メ
と
繕
婚
姦
げ
診
L
、
マ
．
絵
㌣
・
、
r

・
「 _
」
に
塔
て
救
醗
、
保
馨
溌
の
で
あ
る
．
所
で
、
と
こ
で
環
の
彼
畜
身
¢
、
テ
イ
テ
・
柔
の
絶
対
的
急
慕
の
念
と
が
翫
伺
れ
も
璽
れ
・

あ
る
こ
と
其
フ
多
ニ
キ
、
，
ス
や
ビ
ず
、
・
ス
．
の
占
望
纏
で
鷺
。
つ
　
た
「
神
」
の
意
志
ど
し
で
彼
彦
菅
め
る
っ
結
局
、
婆
は
、
犯
す
べ
か
ら

湧
タ
犀
ム
煮
、
純
真
無
垢
な
、
・
疑
う
こ
ど
を
知
ら
饗
公
子
で
あ
り
壱
　
ざ
言
↓
の
馨
守
る
為
に
、
ぞ
ブ
亥
以
外
の
誰
の
愛
も
受
入
れ
ぬ
と

、
．
巴
・
ス
に
、
，
梼
に
は
、
湾
を
諫
め
る
忠
臣
で
あ
る
こ
ど
も
、
既
に
我
々
量
　
い
う
形
で
、
テ
イ
デ
・
ズ
帝
れ
る
事
に
塔
て
・
反
つ
て
永
遠
繕
合
す
る

棄
た
。
こ
め
薯
は
愈
と
は
全
く
鶴
係
な
存
在
で
あ
る
。
し
が
窯
た
　
と
い
巌
レ
い
導
撰
ん
歪
を
∵
．
㌦
、
，
箆
，
・
～
“
、
‘
．
、
．
㌧
．
ぞ
，

難
欝
欝
騙
識
矯
雛
腕
曇
妬
媚
防
妊
鷺
嘱
・
L
薪
織
鷺
静
肺
翻
鑑
費
館
恥
無
鞍

「
人
週
の
蓼
冠
葱
を
驚
来
悪
．
何
故
な
ら
、
蚕
些
が
根
源
的
　
イ
ず
・
ト
へ
の
愛
情
と
が
↓
一
二
律
背
反
的
に
婆
を
蒼
匁
事
は
響
な

無
で
惚
毒
つ
明
察
を
欠
か
て
い
携
で
あ
る
奪
∵
．
〒
ル
ガ
ジ
の
　
い
が
・
イ
蓼
・
ト
鋳
し
て
打
明
鮭
愛
情
が
受
入
か
ら
募
ど
知
つ
て
∴

蓬
薦
潟
藤
ネ
頭
．
薪
9
ピ
議
．
ナ
ル
亥
の
如
く
、
積
嬬
驚
に
警
熱
論
」
・
ト
嶺
喜
、
撰
も
罪
の
意
識
に
お
穿
香

擁
蜜
轍
獄
礁
蝶
舘
擁
嫡
終
識
ゆ
縫
鍵
難
繋
篠
・
…
ラ
世
ヨ
甥
乏
異
渇
耀
．
婆



　
こ
こ
に
取
上
げ
え
以
外
の
作
品
に
つ
い
て
も
、
述
べ
る
べ
き
事
は
多
い
が
、
　
　
も
の
の
、
ラ
シ
ー
ヌ
自
ら
序
交
の
中
で
、
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
に
分
別
の
あ
る
所

こ
の
小
論
で
は
煩
に
過
ぎ
る
の
で
割
愛
し
、
次
に
結
論
を
述
べ
る
事
に
す
る
。
　
　
　
は
示
し
て
い
な
い
と
断
つ
て
い
る
の
は
、
極
め
て
暗
示
的
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ

　
註
－
b
°
含
。
°
冨
臥
『
盲
島
・
・
幕
（
〉
葺
）
需
U
δ
：
8
ま
　
う
。
そ
し
て
、
「
も
し
自
己
が
高
慢
と
野
、
曾
邪
欲
と
弱
さ
と
み
ち
め
さ
と
不

　
　
　
（
（
甲
鋤
一
一
一
5
P
拶
円
傷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
と
に
満
ち
て
い
る
事
を
知
ら
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
人
は
ま
さ
し
く
盲
目
で
あ

　
　
2
。
Q
鉱
葺
6
≦
碧
”
ζ
畏
巨
。
ω
・
団
＄
（
O
博
泳
℃
碧
『
O
O
匡
B
き
口
山
”
諺
　
　
る
。
」
（
マ
・
δ
O
）
を
読
め
ば
、
直
ち
に
ネ
ロ
や
ア
グ
リ
ッ
ピ
ー
ヌ
の
姿
を
、
或

　
　
　
。
。
§
o
⊆
＜
轟
σ
q
。
．
日
。
U
δ
ロ
＄
。
訂
、
、
℃
・
8
）
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
は
「
獣
に
服
従
し
獣
を
あ
が
め
る
に
い
た
る
程
に
、
人
聞
の
卑
小
な
る
こ
と
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
時
・
鳶
り
）
を
読
む
時
に
は
、
ナ
ル
シ
ス
の
姿
を
思
い
浮
べ
な
い
で
は
お
れ
な

　
　
　
　
　

　
　
し
　
　
’
伍
　
結
　
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
．

　
ジ
ャ
ン
゜
ジ
ロ
ド
ウ
は
・
ラ
シ
ー
ヌ
の
文
学
生
活
が
・
「
余
り
に
大
き
な
宿
命
　

’
　
?
ﾟ
て
、
ラ
シ
ー
ヌ
の
作
品
は
、
今
一
度
パ
ン
セ
と
併
せ
読
ま
る
べ
き
も

の
詩
に
貫
か
れ
て
い
る
た
め
に
・
ジ
・
ン
芒
三
ム
の
宿
命
思
想
に
培
わ
れ
た
　
の
、
と
い
つ
感
じ
を
強
く
持
つ
の
で
あ
る
。

も
の
の
ポ
う
覧
え
る
・
宿
命
が
・
宿
命
と
い
う
証
醐
に
価
す
る
時
に
は
、
を
れ
　
註
－
』
・
9
・
9
¢
傷
。
‘
留
勇
9
。
窪
昌
。
・
（
Ω
増
p
・
．
・
．
・
け
）
巻
（
岩
瀬
訳
§
）

ほ
ど
お
互
に
似
通
つ
て
い
る
も
の
だ
。
事
実
に
於
て
は
、
ラ
シ
ー
ヌ
の
文
学
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

活
は
、
ラ
シ
ー
ヌ
の
人
間
と
し
て
の
運
命
と
は
殆
ど
か
か
わ
り
が
な
く
、
唯
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
　
　
．
’
　
、
　
　
　
．
　
3

る
時
期
に
、
ラ
シ
ー
ヌ
を
普
通
の
生
活
に
返
し
て
や
つ
た
だ
け
の
関
係
で
あ

る
。
」
と
述
べ
て
、
ラ
シ
ー
ヌ
劇
を
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
的
立
場
か
ら
批
評
す
る

　
こ
と
に
対
し
て
反
論
し
て
い
る
。

、
　
だ
が
、
パ
ン
セ
の
有
名
な
「
考
え
る
葦
」
の
章
句
を
始
め
と
し
て
、
人
間
の

偉
大
さ
と
悲
惨
さ
を
考
察
し
た
数
々
の
章
句
、
例
え
ぼ
「
人
間
の
偉
大
さ
は
、

人
間
が
自
己
を
み
ち
め
な
る
も
の
と
知
る
事
に
於
て
偉
大
で
あ
る
。
樹
木
は
自

己
を
み
ち
め
な
る
も
の
と
し
て
知
る
事
が
な
い
。
」
（
時
』
り
刈
）
又
、
「
ひ
と
は

意
識
を
持
た
ず
し
て
は
み
ち
め
で
あ
る
こ
と
が
な
い
。
廃
屋
は
み
ち
め
で
な

　
い
。
人
間
の
他
に
み
ち
め
な
る
も
の
は
な
い
。
」
（
時
』
O
O
）
、
等
を
読
む
時
に
、

　
は
じ
め
て
裁
然
と
、
ジ
ュ
ニ
ー
と
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
を
距
て
る
深
淵
に
思
い
当

　
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
後
世
の
批
評
家
達
が
、
純
粋
で

　
信
じ
易
い
美
徳
を
具
え
た
青
年
ブ
リ
タ
ニ
キ
ュ
ス
の
創
造
を
賞
讃
し
て
は
い
る


